
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校６年生のごろうさんは、家に友達２人を招き、部屋でゲームをしていまし

た。友だちが帰った後、部屋にはごろうさんに買い与えたことのないゲームソフト

がありました。 

お母さんは、友達の忘れ物かと思い、ごろうさんに 

確認するとなんだか様子が変です。問いただすと、友 

達と一緒に店から盗ってきたものだと告白しました。 

こんなことがあったらどうしますか？ 

 ごろうさん役と保護者役になって、ロールプレイ（役割演技）して

みましょう。どんな言葉をかけたらよいか、考えてみましょう。 

                      

                    

                    

          

社会のルール 

「守らなければいけない社会のルール」 

ワークシート１ 

ワーク１ 

No.16 社会のルール 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 万引きはゲームではなく、れっきとした犯罪だ。もし子どもがルール

に反したら、本気で叱り、子どもが心から反省し、二度としない決意

をするよう促すことが大切だよ。また、飲酒、喫煙ぐらいたいしたこと

はないと親が許したりせず、法律で禁止されていることを、子どもが

納得するようよく話し合うことが必要だね。 

ワーク２  家庭で教えたい社会のルールには、どんなものがありますか。そ

れをどのように教えますか。 

ワークシート２ 

◇他の方の意見をメモしましょう◇ 

 

 

 

いいね！ 

 

 

 

いいね！ 

                 

                 

No.16 社会のルール 

今日気が付いたこと、わが家でもやってみようと思ったことは何でしたか？ 

 

 

 

今日からぜひやってみてくださいね。お疲れ様でした。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

資料 2 

 

 

 

 

 

・クラスの仲間もやっているよ。 

・仲間は捕まったことがないと言っていた。 

・あの店は万引きができると聞いた。 

・見つからなければいいと思った。 

・欲しいのに親は買ってくれない。 

・自分のお金がもったいない。 

・友達と万引きすることを打ち合わせて店に行った。 

・自分だけ万引きを断ったら、仲間はずれにされてしまう。 

・万引きしたものを売ってお金にしようと思った。 

・友達の近くに立って万引きしている手元を隠しただけで自分はやっていない。 

           

こんな言葉に親として、どう対応されますか？ 

～万引き少年の言い訳～ 

資料１ 

次の①～⑮のこういは、はんざいになるのでしょうか？ 〇か×でこたえましょう 

答え：①～⑮のこういは、すべてはんざいです。 

No.16 社会のルール 

出典：神奈川県警察ウェブサイト（https://www.police.pref.kanagawa.jp/mes/mesd5039.htm） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★岐阜県教育委員会 学校安全課 教育相談係★ 

☆いじめ、不登校、学習、進路、友だち、親子関係、人権に関すること等の相談を受け付けています。 

＜相談対象＞小学生から高校生までの児童生徒とその保護者等です。 

＜相談時間＞月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ （祝日、年末年始は除きます。） 

☆通話料がかかります。 

０５８－２７１－３３２８ 

児童生徒及び保護者の皆様へ 

◆◆電話
で ん わ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の紹介
しょうかい

◆◆ 

ひとりで悩
な や

んでいませんか？ 

だれかに話
は な

してみませんか？ 

 

岐阜県教育委員会 

岐阜県教育委員会では、下記の電話相談窓口を開設しています。 

 ★全国統一の２４時間子供ＳＯＳダイヤル）★ 

「子供ＳＯＳ２４」（夜間・休日・祝日を含めた２４時間体制） 

☆いじめ、不登校、学習、進路、友だち、親子関係、人権に関すること等の相談を２４時間受け付けます。 

☆携帯電話からでもつながります（フリーダイヤルですので無料です）。 

      ０１２０－０－７８３１０
な や み い お う

 
 

 ★岐阜県教育委員会 各教育事務所★ 

「教育相談ほほえみダイヤル」 

☆いじめ、不登校、学習、進路、友だち、親子関係、人権に関すること等の相談を受け付けています。 

＜相談対象＞小学生から高校生までの児童生徒とその保護者等です。 

＜相談時間＞月曜日～金曜日 ９：３０～１６：１５ （祝日、年末年始は除きます。） 

 ☆フリーダイヤルですので無料です。☆携帯電話からは、つながりません。 

０１２０－７４５－０７０  

☆携帯電話の場合、次の番号へおかけください（ただし、通話料がかかります）。 

岐阜教育事務所（０５８）２７８－３０６８   西濃教育事務所（０５８４）７３－１９１４ 

美濃教育事務所（０５７５）３３－４０３５   可茂教育事務所（０５７４）２５－４９４４ 

東濃教育事務所（０５７３）２６－１４０２   飛騨教育事務所（０５７７）３３－４４９４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
No.16 社会のルール 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
No.16 社会のルール 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもに関する困りごと、心配事の相談先はいろいろあります。一人で悩まず、まず相談してみてください。 

No.16 社会のルール 

情報は令和 3年 1月末日のものです。時間や連絡先は変更されることがあります。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

時 間 進 め 方 留 意 点 
 
１０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「みなさん、こんにちは。本日は参加いただきありがとう
ございます。今日は『社会のルール』について考えまし
ょう。」 

 
 

「最初にみなさんで簡単なゲームを楽しみましょう。で
は、やり方を説明します。」 
◆グループ内で順番に自己紹介をする。 
◆自己紹介の中に「春に食べたい物」を必ず入れる。 
 
 

 
「では、これから活動に入りますが、その中でみなさんに
守ってほしい約束が３つあります。」 
◆3 つの約束を確認する。 
 

 
「まず、ワークシートをご覧ください。」 
◆「こんなことがあったらどうしますか？」を読む。 
＜ワーク１＞ 
「高学年になると興味関心も広がり、ゲーム感覚や遊び
のつもりで、社会のルールを犯してしまうこともあるか
もしれません。他人事と思わず、ロールプレイで考えて
みましょう。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
＜ワーク 2＞ 
「ワーク１のような例以外にも、社会の中で守らなければ
いけないルールについて考えてみましょう。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
・友人の自転車を勝手に借りてくる。仲間内の小さいこ
とならよいという考えは甘いと話す。 
・違法薬物のニュースを見た時はいけないことだと話し
て聞かせる。 

 
 

「今日の話し合いを聞いて、よいと思ったこと、やってみ
ようと思ったことは何ですか。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
・「うちの子に限って」ということはないので、折に触れ、
社会のルールを話していきたい。」 
「いろいろな意見の中には、今日からいかせそうなヒント
がありました。私は◯◯さんの△△という意見がなる
ほどと思いました。話し合うことで気持ちが軽くなった
方もいらっしゃるでしょう。これからも積極的にこうした
機会を活用してください。」 

 
◇笑顔で親しみやすい言動を心がける。 
 
 
 
 
 
◇「７ アイスブレイク①」参照。 
 
 
 
 
 
◇「３ 3 つの約束」参照。 
◇家庭内の話題も出るため、信頼関係が大切であ
ることを理解してもらう。 

 
 
 
◇「5 進行役について(1)子育てサロン型」参照。 
 
 
◇ワークシートにメモする時間がなければ、そのま
ま交流に入ってもよい。 
◇参加者が話しやすくなるよう、進行役が最初にロ
ールプレイをやるとよい。 

 
 
◇時間配分を考え、全員に話す機会を与える。 
 
 
 
 
◇時間があれば資料１を配り、読む。 
 
 
 
◇代表で１～２人に話してもらう。 
 
 
 
◇進行役が参加者と同じ目線で「こんなヒントをも
らった」という話ができるとよい。 

 
◇資料２、３を配り、困った時の相談先を紹介する。 

振り返り 

ワークショップ 

３つの約束の確認 

アイスブレイク 

はじめのことば 

○ 親として子どもに社会のルールを教え、良くない行為をしたときの叱り方、納得のさせ方について話

し合いましょう。 

ねらい 

進行案 

小道具として「お茶」やちょっとした「お菓

子」があると、やわらかい雰囲気を演出し、 

話も弾みやすくなる。 

No.16 社会のルール 


